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１．再生コンクリートの有機物汚染

　再生コンクリートの骨材の表面が高度に摩砕された骨

材およびモルタルの１部でも、コンクリート構造物だっ

たときに、大気中の極微量な有機物、フタル酸エステル

化合物（Ｐｈｔｈａｌａｔｅｓ：Ｐｓ，Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯＲ１）２，Ｒ１：Ａｌｋｙｌ

基）やウインドウオッシャ液（Ｓｏｄｉｕｍ Ｐｏｌｙｏｘｙｅｔｈｙｌｅｎｅ 

Ｎｏｎｙｌｐｈｅｎｏｌ Ｅｔｈｅｒ Ｓｕｌｆａｔｅ：ＳＰＮＥＳ，Ｎｏｎｙｌｐｈｅｎｏｌ：

ＮＰｓ）を自身の呼吸作用でこれらの有害有機物をコンク

リート構造物中に吸収するか、または市販の元のセメン

ト中にこれらの極微量の有害有機物をこれらの内部に含

んでいる。ＮＰｓはＳＰＮＥＳの１部が分解した物質である。

　その他に、コンクリートは添加剤として有機物である

ＡＥ減水剤（０．２４％：陰イオン界面活性剤）がコンクリー

トに添加されると、このＡｉｒ Ｅｎｔｒａｉｎｄ（ＡＥ）減水剤はコ

ンクリートの硬化中に多量の「水分」をＡＥ減水剤の内部

に吸収し、硬化後にコンクリート構造物中のこの「水分」

が経過時間と共に徐々に抜けていき、これが原因でコン

クリート構造物に様々な損傷が発生する。

　本研究はこのような「極微量の有害有機物（Ｐｓ，ＮＰｓ、

ＡＥ減水剤、融雪剤）を含んだ再生コンクリートを使用

すると、この「極微量の有機物」がコンクリート構造物に

与える影響が問題になると思われた。このため、本研究

は骨材中および骨材を被覆しているセメントの粉末中に

存在する極微量の有機物のＰｓ、ＮＰｓ、ＡＥ減水剤および

融雪剤がセメントコンクリート構造物に与える影響につ

いて検討した。

２．コンクリート中の極微量の有機物
（ＡＥ減水剤，Ｐｓ，ＮＰｓ，有機系融

雪剤）の性質

　コンクリートの混合時にＡＥ減水剤がコンクリートに

添加されると、コンクリートの打設は容易となる。しか

し、このＡＥ減水剤を使用して打設されたコンクリート
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を「リサイクル」するとき、リサイクルされるコンクリー

トの骨材やＡＥ減水剤（陰イオン系界面活性剤）がコンク

リートに対する影響についてはほとんど論じられていな

い。本研究はこの点について述べている。

　ＡＥ減水剤はセメントそのものには付着せず、ＡＥ減水

剤はコンクリート中のモルタル中で単独の細かい球状物

質（直径：０．３㎜）となり、ＡＥ減水剤はモルタル中で分散

状態となっているだけでなく、骨材やモルタルの挙動に

も影響を与えている。コンクリート構造物は打設中に

ＡＥ減水剤はその内部に多量の「水分」を吸って、硬化し

たコンクリート構造物はその水分等によってコンクリー

ト構造物は硬化直後（打設３０日後）には全体に約５％程

度膨張している。

　従って、硬化し膨張したコンクリート構造物（ＡＥ減水

剤：Ｐｏｚｚｏｌｉｔｈ Ｎｏ．７０，０．２５％）に対して、このコンクリー

ト舗装（滑走路）の表面にコンクリート用の有機物系の融

雪剤（Ｄｏｃｕｓａｔｅ Ｓｏｄｉｕｍ，０．５％：ソジュ―ム・ジ（２-エ

チルヘキシル）サルフォサシネート：Ｃ２０Ｈ３７Ｏ７ＳＮａ（陰

イオン系界面活性剤）、第２リン酸カリウム，１％：

Ｋ２ＨＰＯ４，１，２，- グリコール，８８％，水：９．５％の４

種の混合液）を散布すると、コンクリート構造物（ＡＥ減

水剤：Ｐｏｚｚｏｌｉｔｈ ７０，０．２４％）はこの融雪剤によりさらに

この融雪剤が原因で主に骨材やモルタルが「膨張」する。

このため、打設１年後にこのコンクリート製の滑走路の

表面にこの混合液の融雪剤を冬季に散布すると、融雪剤

の散布後約１時間で極めて多くの表面にあった砕石（４

－５万個）が音を立てて、コンクリートの表面から飛び

出した（骨材のポップアウト現象）。これはＡＥ減水剤等

で膨張したコンクリートにさらに骨材やセメントをさら

に膨張させる有機物（融雪剤）をコンクリートの表面に散

布したためである。

　硬化したコンクリートの力学挙動を調べるためコンク

リートの引張試験の応力～ひずみ曲線の形状について検

討した。すると、コンクリートは弾塑性を示すのではな

く、１００×１０-６のひずみでコンクリートは亀裂が発生
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する。この現象を確認するため、ＡＥ減水剤を使用した

室内で作成したコンクリートと打設後１年が経過したコ

ンクリート舗装（滑走路）から採取したコンクリート試料

（両者：ＡＥ減水剤使用、２．５×２．５×１０cm）の「引張試験：

ひずみ制御：±１μ」を行うと、両者の２つの試料は共に

１００×１０-６のひずみ付近で「応力とひずみとの関係」は直

線部から曲がり始める。これはこのひずみ（１００×１０-６）

で、コンクリート試料は細かい亀裂が発生していること

を示している。この引張試験の応力―ひずみ曲線の形状

は一見弾塑性を示すように見えるが、実は（１００×１０-６）

のひずみ付近で細かい亀裂が試料の内部に発生している

ことを示している。これを証明するため、このひずみ量

がこのひずみ量を「若干」超えたとき、この試料を引張試

験の装置から取り外し、マイクロフォーカスＣＴスキャ

ンナー（ＣＴ）装置でこの試料の内部の亀裂の状況を撮像

した。この結果、この試料中の「いくつかの骨材」の周り

に細かい亀裂（ＣＴ画像で骨材の周りに黒い線）が発生し

ていた。その後、この同じ試料を使って　再度「引張試験」

を行うと、このコンクリート試料の強度は異常に小さく

なっていた。この強度が小さくなる現象は引張試験中に

コンクリートに細かい亀裂が発生してもコンクリート試

料はまだ「破断」していなかったものの、試料の内部では

すでに細かい亀裂が発生していたと思われた（Ｔｏｍｏｔｏ 

Ｔ．，Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ａｎｄ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，２５（１），２６７

-２８１，２０１１）。

　この滑走路用のコンクリート舗装は施工後１年しか経

過していないにも拘らず、融雪剤により冬季に骨材が

ポップアウトし、飛び出した元の骨材の「穴」の下側の窪

みにはコンクリートの「砂利化した白い粉末」が沢山見ら

れた。

　これよりＡＥ減水剤を含む界面活性剤はコンクリート

構造物の中でその量は極微量ではあるものの、コンク

リートの強度低下および航空機のエンジンがこのポップ

アウトした砕石を吸収することもあるため極めて危険な

物質といえる。

　ＡＥ減水剤の界面活性剤の他に以下の物質も極めて極

少量でもコンクリート構造物に亀裂等の様々な損傷を発

生させている。

　世界中の市販のセメントには極微量のフタル酸エステ

ル化合物（Ｐｓ：Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯＲ１）２：Ｒ１：ａｌｋｙｌ基）が含まれ

ている（セメント１０ｇ当たりでＰｓの量は１１９μｇ）。このフ

タル酸エステル化合物（Ｐｓ）はセメント製造時にプラス

チック廃棄物や排タイヤがセメント製造時（高温のロー

タリキルン：１４５０℃）に燃え残った極微量の有機物（Ｐｓ）

である。この微量なＰｓはコンクリートが打設されると、

セメント中のカルシウム成分と瞬時に化学反応し、コン

クリートは水溶性のフタル酸カルシウム（Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ）２

Ｃａ）と２-エチル-１-ヘキサノール（２Ｅ１Ｈ：アルコール）

に変化する。このため、コンクリート中の水溶性のカル

シウム成分（Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ）２Ｃａ）はＰｓによりコンクリート

構造物の脱カルシウム化をもたらし、コンクリート構造

物中のカルシウム成分は自身の呼吸作用（外気温の変化）

で外部に流出する。さらに、セメントコンクリート中の

ＡＥ減水剤は自身の呼吸作用で「大気中のＰｓおよびＮＰｓ」

を選択してコンクリート構造物の内部に吸収し、吸着す

る。これらの物質によってコンクリートの内部の脱カル

シウム化はさらに進んでいる。ＡＥ減水剤を使った硬化

直後のコンクリート構造物は若干約５％程度膨張する。

このとき、ＡＥ減水剤を使って打設されたコンクリート

中のＡＥ減水剤が抱えて居た「水分」は経過時間と共に亀

裂部から乾燥収縮により外部に徐々に放出される。この

水分の放出の過程で、コンクリート構造物は全体に徐々

にコンクリートが収縮し、この収縮作用によってコンク

リートの表面に横亀裂、砕石の崩落、局部的なコンクリー

トの崩落等が発生する。コンクリート構造物はＡＥ減水

剤を使用すると、コンクリートは硬化時にコンクリート

は若干膨張する（膨張率：約５％）。この膨張時にコンク

リートのひずみは許容のひずみ（１００×１０-６）を超えてい

るため、コンクリート構造物には「亀裂」が発生している

と思われる。このため、膨張し、硬化したコンクリート

中の水分が時間経過と共に徐々に外部に抜け出ると、そ

の亀裂が発生したコンクリート構造物は乾燥により次第

に収縮する。この時、コンクリート構造物の表面に亀裂、

砕石の崩落、局部的なコンクリート破片の崩落が発生し

ていると思われる。これらの損傷の原因の詳細は以下に

示す。

　この過程でコンクリート中の水溶性のフタル酸カルシ

ウム（Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ）２Ｃａ）は硬化したコンクリート構造物

の自身の呼吸作用でこの物質をコンクリート構造物の外

に吐き出す。この吐き出したカルシウム成分には「水溶

性のもの」と「難溶性のもの」がある。この２つの物質は

セメントの種類に関係なく、発生し、陰イオン界面活性

剤の水溶液のもとでは通常の蒸留水によるカルシウム成

分の流出より、この２つの物質はコンクリートの外に大

量に流出する。これより、コンクリートにＡＥ減水剤（陰

イオン界面活性剤）を添加すると、そのコンクリート中
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のカルシウム成分がコンクリート構造物から大きく流出

することを意味している。

　また、世界中の市販のセメント中にはアルミン酸三カ

ルシウム（３ＣａＯ・ＡＬ２Ｏ３），鉄アルミン酸四カルシウム

（４ＣａＯ・ＡＬ２Ｏ３・Ｆｅ２Ｏ３）の化学成分を有していて、そ

の化学成分中にアルミニウム（ＡＬ）が含まれている。こ

のアルミニウム（ＡＬ）はＰｓおよびＮＰｓと化学反応し、瞬

時に水素ガスを発生し、この水素ガスのため，コンクリー

ト構造物は膨張する。このとき、コンクリート中にＡＥ

減水剤が含まれていれば、コンクリートはＡＥ減水剤が

水を吸収するため、コンクリートはさらに膨張する（月

刊建築仕上技術、４８（５６５），２０２２-８，４０-５２，２０２２）。

　打設後３０年間経過した札幌の定山渓のコンクリート

ダム（ＡＥ減水剤：Ｐｏｚｚｏｌｉｔｈ７０，Ｐｏｚｚｏｌｉｔｈ Ｎｏ．２０２のシー

カコントロール２０２ ＡＥＲ）の表面から採取したコンク

リートのモルタルの「欠片」についてマイクロフォーカス

ＣＴスキャナー（ＣＴ）を使ってこのコンクリート欠片の内

部のＡＥ減水剤の挙動を調べるため、モルタル試料中の

３次元の亀裂解析を行った。このコンクリートは２種の

陰イオン系界面活性剤であるＡＥ減水剤（Ｐｏｚｚｏｌｉｔｈ Ｎｏ．８

の通常のＡＥ減水剤とＰｏｚｚｏｌｉｔｈ Ｎｏ．２０２のシーカコント

ロール２０２ ＡＥＲのＡＥ減水剤）が使用されていた。ＣＴ

の解析から２種のＡＥ減水剤の直径はコンクリート中で

前者では０．３㎜，後者では０．０５㎜の球状の黒い物質が観

察されており、それぞれのＡＥ減水剤の内部には一段と

局部的に黒くなった「空洞」とこれより若干薄黒い、「水

分」の多い「非晶質」の物質が見られた。この細かい黒い

「空洞」は直径０．０１㎜程度であり、ＡＥ減水剤の中で数多

くのこの黒い空洞が発生していた。この黒い空洞の周り

には幅０．０１㎜，長さ０．０５㎜程度の「白いシリカ状物質：

砂利化」が観察された。これはＡＥ減水剤中でセメントコ

ンクリート構造物がＡＥ減水剤中ですでに「砂利化」して

いることを示している。これより、セメントコンクリー

トの砂利化現象はＡＥ減水剤中から発生し、セメントコ

ンクリート構造物の「空洞化：空隙」はＡＥ減水剤の内部

から発生していると思われる。

　しかし、ＡＥ減水剤を使ったコンクリート構造物でＡＥ

減水剤以外のセメントモルタル部ではこのような「黒い

空隙：劣化」がほとんど見られなかった。このコンクリー

トの砂利化現象を調べるため，　劣化したコンクリート

のコア（直径１０cm）を採取し、この試料を各深さ毎（５cm）

に切断し、砕石以外のモルタル部分を０．０７４㎜の篩で篩

い、この０．０７４㎜以下のこの粉末試料について比表面積

（㎡／ｇ）を測定した。測定装置は島津製作所のＢＥＴ 

ｍｅｔｈｏｄ（Ｓｈｉｍａｄｚｕ Ｍｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓ Ｇｅｍｉｎｉ ２３７０）を使

用した。この結果から、比表面積が５㎡／ｇ以上であれ

ば、そのコンクリート試料は砂利化していた。これは砂

利化したコンクリートのモルタル部は「白いシリカ状物

質：砂利化」に変化していることを示している。　

　この定山渓ダムのコンクリートは３０年経過してもＡＥ

減水剤はコンクリート中でまだ健在でＡＥ減水剤の内部

に「水」を含んだ「非晶質」の物質が存在することを示して

いた。コンクリートのＣＴの撮影結果で「薄黒い物質」と

して撮像されるのは「水」の多い「非晶質」物質がコンク

リート構造物のＡＥ減水剤中に生成されていることを示

している。　

　コンクリート表面に見られる骨材やセメントモルタル

から溶出したカルシウム成分の水溶性物質はコンクリー

トの表面で白い物質や黒い物質および鼠色の物質となっ

て見られる。水溶性の白い物質はコンクリートの外部に

流出し、この白い水溶性物質は雨水で消えてしまう。し

かし難溶性のカルシウム成分で黒や鼠色の物質はコンク

リートから流出すると、これが乾燥すると黒や鼠色の物

質となり、コンクリートの表面で固化する。このような

現象（鼠色および黒い色の現象）がコンクリートの表面で

見られるとコンクリートの内部ではカルシウム成分が次

第に少なくなってコンクリートの内部は空洞化している

（張り子のコンクリート）。硬化したコンクリートのこの

ような空洞化現象は自身の呼吸作用で生じ、この空洞化

現象（３０cm 厚さのコンクリート床版は底部まで砂利化す

る）は約３０年の経過で生じるため、このような状態のコ

ンクリートを再生コンクリート用の骨材として利用する

と以下のような理由で極めて危険である。この硬化した

コンクリート中に取り込まれていたＰｓはコンクリート

中のカルシウムと化学反応し、フタル酸カルシウム（Ｃ６

Ｈ４（ＣＯＯ）２Ｃａ）に瞬時に変化するが、この物質は大気中

の炭酸ガスを吸ってフタル酸（昇華性，（Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯＨ）２））

に変化し、フタル酸の１部が大気中に放散する（昇華す

る）。しかし　多くのフタル酸カルシウム（Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ）２

Ｃａ）は大気中の炭酸ガスを吸って、セメントコンクリー

トの構造物の内部で再度フタル酸エステル（Ｐｓ）に戻り、

再度コンクリート中のカルシウム成分を脱カルシウム化

する。この現象はコンクリート中のカルシウム成分が無

くなるまでこの化学反応は繰り返えされる。また外部に

抜けだしたフタル酸（Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯＨ）２）の１部は昇華によ

り大気中に放散する。この大気中のフタル酸は再度コン
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クリート構造物の自身の呼吸作用でコンクリート構造物

の内部に取り込まれて再度コンクリートの脱カルシム化

（フタル酸カルシウム）の生成に寄与する。

３．極微量の有害有機物による
　　コンクリートの亀裂

　市販の世界中のセメント中にはセメント製造時に廃プ

ラスチック、排タイヤおよび肉骨粉が高温のロータリー

キルンで燃え残ったＰｓやリン酸化合物が含まれている。

これらのセメントは水と混合すると瞬時にＰｓと化学反

応し、嫌な臭いがする２- エチル - １- ヘキサノール（２

Ｅ１Ｈ：アルコール）が発生し、この物質によりコンクリー

トは若干膨張する。

　このコンクリート構造物の膨張量は約５％程度と大き

い為、コンクリートは打設時にすでにこの膨張によって

コンクリートの内部に亀裂が発生する（月刊建築仕上技

術、４８（５６５），２０２２-８，４０-５２，２０２２）。この膨張現象

はＡＥ減水剤を使用したモルタル試料でも確認されてい

る。このようなＰｓまたはＡＥ減水剤を含んだモルタル試

料に対して、試料の打設後１か月にマイクロフォーカス

ＣＴスキャナー（ＣＴ）を使って試料中（２×２×２㎝）の

３次元状態のモルタル試料の「内部の亀裂」の状態を調べ

た（ＰＬＯＳ ＯＮＥ，１６（５），２０２１，ｅ０２４９７６１）。この解析

結果より、フタル酸エステル化合物（Ｐｓ）やＡＥ減水剤を

使った「コンクリート」では試料の内部に亀裂幅が０．２㎜

の亀裂が沢山見られた。亀裂幅について市販の日鉄普通

セメントを使ったモルタル試料（日鉄試料：打設後３０日）

と廣井勇教授が作成した１２０年前の小樽のモルタル試料

（１２０年試料）についてＣＴを使って「内部の亀裂分布」を

比較した。これより、１２０年試料では亀裂幅の細かい

０．０５～０．２㎜が亀裂全体の９９．９％，亀裂幅の大きな０．２５

㎜以上のものが亀裂全体の０．６６％であるのに対して、日

鉄試料では亀裂幅の細かい０．１３８㎜未満のものは亀裂

全体の６７．６％で、亀裂幅の大きい０．２７６～０．５５２㎜が亀

裂全体の３２％であった（月刊建築仕上げ技術、５０（５９３），　

２-９６，２０２４-１２-１３）。これより市販のセメントを使っ

たモルタル試料（日鉄試料）は内部に補修が必要な０．２㎜

以上の亀裂が打設３０日ですでに多く発生していたこと

を示している。　

　コンクリート構造物の表面で亀裂幅が０．２㎜となる亀

裂が見られると、そのコンクリート構造物は「補修の必

要」があるとされている。このような亀裂が発生するの

はＰｓおよびＡＥ減水剤を使った「コンクリートの内部」で

も見られた。またＰｓやＮＰｓ，およびＡＥ減水剤はこれら

の物質の内部のアシル基（Ｒ-Ｏ-Ｒ）やエステル結合（Ｒ-

ＣＯ-Ｒ）を持っているため、これらがセメント中の化学

成分（Ｃ-Ｓ-Ｈ：３Ｃａ・２ＳｉＯ２・３Ｈ２Ｏ）と化学反応し。

メタン、水素ガス、酸素等のガスを生成する。

　これらのガスによりコンクリート構造物は膨張し、こ

れらが抜けた後、硬化したコンクリート構造物は徐々に

収縮し、コンクリート構造物には横亀裂、砕石の崩落、

コンクリートの砕片の落下等の減少が発生していると思

われる。

４．再生コンクリート

　現在コンクリートの建設リサイクル法（ＪＩＳ Ａ　

５０２２，ＪＩＳ Ａ ５０２３，ＪＩＳ Ａ ６２０４）では以下の３つの

素材がコンクリートのリサイクル骨材等で規制されてい

る。コンクリート廃材を高度な摩砕処理をした骨材（再

生コンクリート骨材Ｈ），破砕、摩耗等の処理を行った

以下の再生コンクリートＨとＬの中間の骨材（再生コン

クリート骨材Ｍ）、破砕しただけの骨材（再生コンクリー

ト骨材Ｌ）の３種の素材である。このコンクリートのリ

サイクルの法律はコンクリート廃材中の骨材およびモル

タルは有機物で全く損傷していないこととこれらの有機

物は無害という大きな前提に立っている。

　しかし、どの骨材でも若干吸水性があり、かつ有機物

も吸収するため、コンクリート構造物の骨材の内部に

ＡＥ減水剤，ＰｓおよびＮＰｓも吸収している（Ｔｏｍｏｔｏ Ｔ，

Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ａｎｄ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，２５（１），２６７-

２８１，２０１１）。さらに、コンクリートのモルタル中だけで

なく再生骨材（旧骨材）にも大気中のＰｓ，ＮＰｓ，ＡＥ減水

剤を含んでいる。先に述べた様にコンクリートは極めて

極少量の有機物（Ｐｓ，ＮＰｓ，ＡＥ減水剤，リン化合物）で

もコンクリートはこれらの有機物によって脱カルシウム

化が進行する。　

　従って、この建設リサイクル法に準じて廃材のコンク

リートの骨材を「新しいコンクリート構造物」に使用する

と、新しいコンクリート構造物の内部では「これらの極

微量の有機物（Ｐｓ，ＮＰｓ，ＡＥ減水剤、リン化合物、融

雪剤）」によって脱カルシウム化が進み、さらに自身の呼

吸作用で、自身の内部に存在した有機物と大気中のこれ

らの有機物を選択的に吸収、吸着する。世界の市販のセ

メント中にはすでに極微量のＰｓおよびリン化合物が存
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在しており、これらもコンクリートの劣化や亀裂等を引

き起こしていると思われる。

　このときの化学変化はフタル酸エステル化合物（Ｐｓ）が

セメント中に極僅かでも存在すると、コンクリートのカ

ルシウム成分がある限り、このコンクリートの化学反応

（脱カルシウム化：フタル酸カルシウム（Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ）２Ｃａ））

は進行し、コンクリート中のカルシウム成分がコンク

リート構造物の外部に溶出し、コンクリート構造物の内

部は砂利化し、コンクリート構造物の内部が空洞となり、

張り子のコンクリートとなり、コンクリート構造物には

亀裂、砕石の剥離、白や黒い液体の溶出が発生する。コ

ンクリートの表面にこのような現象（損傷：横亀裂、砕

石の剥落、局部的なコンクリートの剥離、白や黒い液体）

が見られると、そのコンクリート構造物はすでに内部が

砂利化（コンクリートの内部が砕石と直径０．０２㎜のセメ

ントの細かい白い粒子だけとなる現象）していることを

示している。黒い液体はコンクリート床版の上に設置し

たアスファルト舗装の黒いアスファルトの成分がＮＰｓに

よって溶解し、コンクリート床版の底面に発生したもの

である。この砂利化現象が構造物（３０㎝厚のコンクリー

ト床版）の底部までの全面で発生するまでの期間は約３０

年程度である。しかし、ＡＥ減水剤を使用しないコンク

リートの寿命は砂利化が発生しないため、同じ床版の厚

さでも寿命は５０年以上である（森吉昭博、月間建築仕上

げ技術、４９（５８４），３０-３３，２０２４）。

５．再生コンクリートについて提案

　北海道の旧十勝大橋（葛西橋）はセメントに粘土、硅石、

石灰岩の３種だけで製造され、ここでは打設されたコン

クリートにＡＥ減水剤は使われていなかった。このため、

建設後４６年経過してもこのコンクリートの床版（３０cm）

や高欄、橋脚等はほとんど劣化（亀裂等）が見られず、か

つこれらのコンクリート構造物の砂利化も発生せず、ほ

ぼ健全であった。この橋ではコンクリート構造物の横亀

裂、砕石の崩落、白や黒の液体の溶出が全く見られなかっ

た。

　これより、コンクリート構造物のリサイクルを行うに

は、このようなＡＥ減水剤を使用していないコンクリー

トをリサイクルすることが望ましいと思われる。コンク

リートの製造で粘土、石灰岩、硅石だけで製造された「セ

メント」を使ったコンクリート構造物のコンクリートを

破砕してリサイクルして再度使用することが「長寿命の

コンクリート」を築造するのに望ましいと思われる。こ

れはＡＥ減水剤を使用せず、かつセメントに粘土、硅石

および石灰岩だけで製造されたセメントを使ったコンク

リートのリサイクルであれば、Ｐｓ、ＮＰｓ，リン化合物

等によるコンクリート構造物への劣化の影響がほとんど

ないと思われるためである。

６．まとめ

　コンクリート構造物をリサイクルするとき、コンク

リート中の骨材やセメントモルタルが極微量の有害な物

質（Ｐｓ，ＮＰｓ，リン化合物、ＡＥ減水剤、融雪剤）が含ま

れていないことが，コンクリートの硬化後の様々な損傷

を防ぎ、かつコンクリート構造物は長寿命化すると思わ

れる。　


